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【街路事業】 

 

都市計画道路 加古川別府港線（中津） 
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投資事業評価調書（継続：再評価〔第２回〕） 

部課室名 
県土整備部土木局 

道路街路課 
記入責任者職氏名 

（担当者氏名） 
街路担当参事 荒谷 一平 

（街路班長 芦田 渉） 内線 
4474 

（4480） 
 
事業種目 街 路 新規評価年度 Ｈ１５  現計画 前回評価時点 

事業名 
都市計画道路 

加古川別府港線（中津） 
事業採択年度 Ｈ１６ 総事業費 ２２億円 １９億円 
着工年度 Ｈ１７ 内用地補償費 １７億円 １５億円 

事業区間 加古川市加古川町河原～加古川町中津 再評価年度  Ｈ２５ 
完成予定年度 Ｈ３１ Ｈ２７※ 

※H27、29 年度公共事業審査会で H31 への延伸報告済 
進 捗 率 

(内用補進捗率) 
９６％  

（１００％） 
８１％  

（９１％） 所在地 加古川市
か こ が わ し

加古川町
か こ が わ ち ょ う

河原
か わ ら

～加古川町
か こ が わ ち ょ う

中津
な か つ

 
残事業費  1 億円 ４億円 

事 業 の 目 的 事 業 内 容  

○渋滞交差点の解消 

渋滞交差点解消プログラムに基づき、河原交差点（国

道２号加古川バイパス加古川ランプ付近）の慢性的

な交通渋滞の解消を図る。 

○緊急輸送道路の早期整備 

地震等の大規模災害に備え、耐震岸壁を有する東播

磨港と東播磨地域の広域防災拠点である日岡山公園

を結ぶ緊急輸送道路の早期整備を図る。 

○安全で円滑な交通の確保 

通学や通勤等に伴う自転車や歩行者の利用が多いこ

とから、歩行者と自転車の安全な通行を確保する。 

【延   長】633ｍ 

【構 造 規 格】第４種第１級 

【幅 員】 

現況：2車線 両側歩道2.0m、車道6.5m〔全幅12.5m〕

計画：2車線 両側歩道5.0m、車道6.5m〔全幅20.0m〕 

【計画交通量】12,600台/日〔H42年予測〕 

【現況交通量】H22 実測 

自動車：15,608 台/日          

歩行者：       561 人/12h          

自転車：       548 台/12h        

【負 担 割 合】国 55％、県 22.5％、市 22.5％ 

事業を取り巻く 

社会経済情勢 

等の変化 

①平成 26 年度に本路線と平行する東播磨道が部分供用され、平成 30 年度より本路線と交差 
する国道 2 号線の道路改築事業（２車線→４車線）が開始。 

【前回評価時点からの事業計画の変更概要】   

①店舗等の補償費の精査により、用地補償費が 2 億円増加した。 

②用地取得にあたり、用地境界の確定に不測の日数を要したため、期間を 4 年延伸し、完成

を平成 31 年度とする。 

進捗状況 

①進捗率は 95％、用地取得率 100％である。 

②平成 30 年 7 月に全ての用地補償契約が完了したため、平成 31 年度完成に向け、引続き工

事を推進する。 

③平成 26 年度に河原交差点を改良し、部分供用済。 

評価視点 評価結果の説明 

審査会意見及

び対応方針 

(H25 年度再評価) 

【審査会意見】 
継続妥当 

【対応方針】  
－ 

(1)必要性 

 
①慢性的な交通渋滞（南行き渋滞長 650ｍ）が発生していた河原交差点が改良され、国道２

号加古川バイパス加古川ランプ付近の渋滞が解消された。 
②通学路に指定されているが、歩道が狭く（W=1.5m）、早急に安全な歩行者・自転車空間を

確保する必要がある。 
③過去５年間に５１件の交通事故が発生している。 

(2)有効性 

・効率性 
 
 
 
(執行環境状況) 

①費用便益比 Ｂ/Ｃ＝1.1（全体）（前回評価時点Ｂ/Ｃ＝1.5、残事業Ｂ/Ｃ＝28.1） 
②地震等の広域災害時には、耐震岸壁を有する東播磨港と東播磨地域の広域防災拠点であ

る日岡山公園を結び、救援物資の輸送など、緊急輸送道路の主要な機能を発揮する。 
③歩道を拡幅し、自転車歩行者道を整備することで、歩行者・自転車双方の交通の安全性

が高まる。 
④全ての用地補償契約が完了しており、工事を実施し、平成 31 年度に事業完了させる。 

(3)環境適合性 ①歩道を透水性舗装とし、地下水涵養を図る。 

(4)優先性 ①加古川市が施行中の中津水足線等と一体的に整備することで、加古川駅を中心とする環
状道路網が強化されるため、残る道路改良工事を進め事業を早期に完了させる。 

再評価
の結果 

継続 理由 

事業の必要性は事業採択当時と何ら変わっておらず、用地補償契約も全て完了してい

ることから、残る工事を進め、早期に完了させるため、継続して事業を実施する必要

がある。 
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事業進捗状況概要図（継続：再評価〔第２回〕）

加古川別府港線（中津）路線・河川名街路事業
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事業名

国道2号

事業箇所

東
播
磨
道

加古川市役所

至 東播磨港

日岡山公園
（広域防災拠点）

氷丘小学校

氷丘南小学校

加古川ランプ

河原交差点の慢性的な渋滞が解
消した。

【事業費＝ １億円】

・平成31年度供用に向けて、残る延長260mの道路改築工事

を推進する。

今後
1年間
（H31）

【事業費＝１５億円】
・用地補償件数：２９件中２０件契約（９１％）

整備効果事業進捗状況・予定

全体

（H16～H31）

【事業費＝２２億円】
延長：633ｍ
用地補償件数：２９件、3,827㎡

－
前回再評価
まで（実績）

（H16～H25）

過去
５年間
（H26～H30）

【事業費＝ ６億円】
・用地補償全件契約完了（100％契約済み）
・河原交差点を含む延長373mの道路改築工事が完了

都市計画道路加古川別府港線の
全線整備が完了し、道路ネット
ワークの機能が発揮されるとも
に、安全な歩行者・自転車空間
が確保される。

凡例
H25まで
H26～H30
H31以降

加古川中央市民病院



河原交差点

至 小野

（都）加古川別府港線
中津工区
延長 633m

氷丘南小学校

至 東播磨港
東播磨県民局

稲 美 町

八幡稲美ランプ

凡 例
：自動車専用道路
：国道
：県道
：事業区間
：公共施設
：渋滞交差点
：交通量調査地点

氷丘小学校

日岡山公園

街路事業 都市計画道路 加古川別府港線（中津）

２

位置図

Ｈ２２実測

自動車： 15,608台/日
歩行者： 561人/12h
自転車： 548台/12h

植
樹
帯

路
肩

自歩道 車道 車道 路
肩

植
樹
帯

自歩道

5.00 1.00
0.75

3.25 3.25
0.75

1.00 5.00

W=20.00m

車道 車道歩道 歩道

現況断面図

2.00 3.25 3.25
1.25 1.25

1.50

W=12.50m

4.50

W=20.00m

自歩道 自歩道路
肩

路
肩

車道 車道
車道

(右折ﾚｰﾝ)

4.50 0.75 3.25 3.00 3.25 0.75

横断図

現況横断図

計画横断図
（一般部）

計画横断図
（交差点部）
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加
古
川

国道2号

加古川ランプ

日岡山公園

日岡山公園 方

事業の必要性と進捗状況

①渋滞交差点の解消による円滑な交通の確保
②東播磨港と日岡山公園（広域防災拠点）を結ぶ緊急輸送道路の整備

平面図

東播磨港 方

交差点を改良し、交通渋滞が解消

凡例
：事業区間
：事業中の都市計画道路
：整備済の都市計画道路
：渋滞交差点

事業区間
延長 633m

幅員 6.5（20.0）m

「耐震岸壁を有する東播磨港」と、
「東播磨地域の広域防災拠点である
日岡山公園」を結び、緊急輸送道路
の主要な機能を発揮させる

救援物資の運搬路の整備

最大渋滞長：６割減 （980→360m）

最大通過時間：６割減 （12→5分）

最大渋滞長：９割減 （280→20m）

最大通過時間：７割減 （6 →2分）

最大渋滞長：８割減 （650→120m）

最大通過時間：８割減 （13→2分）

河原交差点

最大渋滞長：２割減 （460→380m）

最大通過時間：５割減 （17→8分）

現況写真

渋滞調査
：平成20年11月

（交差点改良前）

：平成27年 4月
（交差点改良後）

＜整備前＞

＜整備後＞

完成区間

差替

至 東播磨港

河原交差点

自動車が右折できず、渋滞が発生

自動車の円滑な交通を確保

右折がスムーズに

交差点部拡大

至 東播磨港

①

①

①

内回りに改良

③歩行者と自転車の安全な通行空間の確保

平面図

凡例

：完成区間（概成含む）
：未完成区間
：整備済の都市計画道路

：通学路
：公共施設

事業区間
延長 633m

氷丘小学校

歩道が狭く、通行が危険

現況写真

歩道部を拡幅し、安全な通行空間を確保

＜整備前＞

＜整備後＞

完成区間

・歩道が狭く、通学が
危険

・路肩が狭く、自転車
通行が危険

未完成区間

出典：国土地理院 錯綜する自転車自転車を避ける自動車

歩行者と自動車の安全な通行を確保

①

②

①

①

②

工事着手前：17件/年
（Ｈ22～H24の3年で 51件発生）

工事着手後： 10件/年
（Ｈ25～H29の5年で 51件発生）

４割減少

人身事故数が減少傾向に

至 東播磨港

至 東播磨港

至 東播磨港
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1　実施工程表

２　事業効果について

（１）費用対効果

①便益（Ｂ）の項目

①走行時間短縮便益

②走行経費減少便益

③交通事故減少便益

②費用便益比（Ｂ／Ｃ）算出根拠

（２）費用対効果に含まれない効果

街
路

○目的地までにかかる時間が短くなる
ことによる便益

○交通事故が減少することによる便益

○走行条件が改善されることによる燃
費等が向上することによる便益

③交通事故
　減少便益

都市計画道路
加古川別府港線

（中津工区）

全
体
事
業
費

①走行時間
　短縮便益

2,916

・時間短縮
　 約3分→約2分

・計画交通量
　 12,600台／日

○整備無しの走行時間費用－整備有りの走行時間費用
　走行時間費用：Σ（交通量×移動時間×時間価値原単位）×365日

3,121計

28.1

②走行経費
　減少便益

159

・時間短縮
　 約3分→約2分

・計画交通量
　 12,600台／日

残
事
業
費

30

111 81

計

2,845
159

30

46

3,121

（百万円）

1.12,875

46

2,916
①走行時間
　短縮便益

②走行経費
　減少便益

③交通事故
　減少便益

事
業

事業費 維持管理費 Ｂ／Ｃ

街
路

事業名

Ｂ（便益） 算出方法

（百万円） （百万円）

総費用

○整備無しの交通事故損失額－整備有りの交通事故損失額
　事故損失額：Σ（交通量×距離×交差点以外の事故損失原単位
　　　　　　　　　　　＋交通量×交差点数×交差点部事故損失原単位）

Ｂ（便益）

①耐震岸壁を有する東播磨港と広域防災拠点である日岡山公園を結ぶ緊急輸送道路としての機能を発揮

②歩道を拡幅し、歩行者、自転車双方の安全を確保

③市中心部の円滑な交通を確保し、ＪＲ加古川駅へのアクセスが向上し、中心市街地活性化の効果を発現

④河原交差点の交通渋滞が解消し、バスの定時運行が確保され、バス利用が促進

○整備無しの走行経費－整備有りの走行経費
　走行経費：Σ（交通量×距離×走行経費原単位）×365日

事
業 代表的な効果

便益額
（百万円）

Ｃ（費用）

：前回計画
：実施・計画

H31H29 H30H28

設計

測量・調査

用地補償

道路改築工事

H22 H23 H24 H25 H26 H27H16 H17 H18 H19 H20 H21
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道路・街路事業の効果 
 

               対象事業：都市計画道路事業 (都)加古川別府港線(中津工区) 

 

（１）費用対効果                                

効 果 項 目（費用対効果の便益内容） 
 

 
 

走行時間短縮（目的地までの時間短縮) 
 

 

  

 

走行経費減少（走行速度の向上や走行距離の短縮による、燃

料費の節約など) 

 

 

  

交通事故減少 
 

 

  

 

（２）費用対効果に含まれない効果                                

評価の視点 効果項目  該当する事業内容等 

①安全･安心 

の確保 

災害時 

緊急医療・緊急物資の円滑な輸送の

確保 
（※緊急輸送道路の整備、防災拠点･災害拠

点病院へのアクセス道路の整備） 

 

○ 

・耐震岸壁を有する東播磨港と広 

域防災拠点である日岡山公園と

を結ぶ緊急輸送道路の整備 

救助・救援活動の支援 
（※災害時の通行不能や孤立集落の解消） 

― ― 

減災対策への取り組み 

（※二線堤道路、避難路・避難場所と

しての機能、延焼防止機能の確保） 

○ 
・火災時の延焼遮断帯としての機

能を確保 

平 時 

救急医療体制の支援 ○ 
・加古川中央市民病院へのアクセ

ス性が向上 

交通安全対策 ○ 

・歩道を拡幅し、歩行者、自転車

双方の安全を確保 

・河原交差点の、右折方法を外回

り方式から内回り方式に変更

することで、自動車交通の安全

性が向上 

②地域の活性化 

地域間交流の促進  ― ― 

中心市街地の活性化  ○ 

・市中心部への広域交通の入口で

ある加古川ランプの渋滞解消

により、交通流が円滑化され、

中心市街地が活性化 

地域産業の活性化  ― ― 

観光支援  ○ 

・総合公園である日岡山公園への

市内中心部からのアクセス向

上 

地域プロジェクト等支援  ○ 

・加古川市施行の中津水足線等と

一体的に整備することで道路

ネットワークを強化 

③円滑な交通体系 

の確保 

公共交通機関利用の促進 

交通結節機能の向上 
 ○ 

・ＪＲ加古川駅へのアクセス向上 

・河原交差点の交通渋滞が解消

し、バスの定時運行が確保さ

れ、バス利用が促進 

④地域の環境改善 
沿道環境の改善  

景観形成 
 ○ 

・車道部の低騒音舗装による車両

騒音の低減 

                             ○印は当該事業効果の主な項目 

街路－６ 


